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１ 陽　会

２　 実行委員長あいさつ

３　 議長き出 （委員長）

次 第

４　 議事

（１ ）報告第 １倚　令和 ４年度仁呂寺祭典 ロ」 車実行委員会事業経過報告 につ いて

（２）承認第 １号　令和４年度仁呂寺祭典ロ」車実行委員会収支決算の承認について

（３）承認第 ２倚　令５Ｆ口 ４年度イニ呂寺祭典ロ」水臭行委員会積立金眈ま決算の承懾について

（会計監を報告）

（４）議案第 １倚　令和 ５年度仁呂≒祭典ロ」車実行委員会事業計画 （案）について

（５）議案第２昜　令和 ５年度仁呂寺祭典畆車実行委員会収支予算（案） について

（６）議案第 ３そ　令和 ５年度仁呂≒祭典ロ」 車実行委員会積立金效支予算（案） について

（７）議案第 ４そ　 役員の選芭について

（８）その他

５　 その他

６　 Ｗ　会



報告第１号

令和 ４年度　 仁呂 寺祭典ＵＪ車実行委ａ会事業経過報告

Ｊ１　日 事　　　　項 備　考

７Ｊ１３ 日（ 日） 仁呂寺祭典山車実行委員会役員会 翕兔犠案審議、会二四ま

７Ｊｊ２ 日（土） 本組針金のば し・ 安全祈願 委員長、 後日 御祝を届 けた。

７ｊ　１７　日（ 日） 仁呂 寺祭典畆車実行委員会総会
新型コロナにより 中止
大書によ り通祕、 承認

７ｊ　２４　日（ 日） 畆車人形等制作開始 Ｎ日 ４部屯所ほか

び１ ２７ 日（水） 八幡神社祭典委員会・ ／」 ヽ鳥谷ま っり 実行委員会 例大祭、 串車ミ行 について

７Ｊ１３ １日 （日） 廃脆回収 集積場所 ：Ｎ日日ＥＩ 中製作所

８ｊ　２１　日（ 日） 会費依頼 夕方訪問

８１ ２０ 日（土） 小屋掛け 川『氛邸隣接地

８ｊ ２７ 日（上） 一戸 まっ り「本組」彭車ミ行参加 委員長参加

８ｊｌ２９日 （ｊ） 軒花、桜製作黶始 ＼日 ６－ ３、 ６－ ４屯所

８ｊ　３０　日（火） 太鼓 ・笛練ミ戛始 練習場所 ：｜日ｍ 中製作所

９ｊ ５日 （ｊ） ロ」車飾 り付け（～１６日） 人形、桜、松、牡丹、 波等

９ｊ　１７　日（土） 小鳥笞ま っり 郷土さ能パレード ＬＬＩ車ミ行 夜間ミ行、音頭上げ競演中止

９ｊ１１ ８日 （日） 八幡神社例大祭 山車運行

９Ｊ１１９日 （ｊ） 畆車解体

９Ｊ１２５日 （日） 畆車小屋解体

慰労会 中止

令和 ５年 ７１ １日 を出

－１－

仁呂寺祭典は｜車実行委員会
委員長　仁呂寺　泰　夫



承認第１号

令和４年度　仁呂寺祭典｜上｜車実行委ａ会な支決算
入

科　　　目 予　 算　額 羝　算　額 増減 摘　　　　　要

１． 会　　　費 ２０ ０， ０００ １７ １， ０００ ▲２９， ０００

社内会員 １８ ０， ０００ １７ １， ０００ Ａ　９， ０００ ２， ０００円 Ｘ８４戸 、３ ，０ ００ 日Ｘ １戸

その他 ２０，０００ ０ ▲２０， ０００ ２， ０００円 ＸＯ戸

２． 補　助　金 ７０，０００ ７０，０００ ０ ／」ヽ鳥尨 まヽっ り実行委員会

３． 花・ 寄附金 ４５ ０， ０００ ９５ ５， ０００ ５０ ５， ０００
イ

４． 雑　収　入 １０ ８， ８１９ ２７０， ５４５ １６ １， ７２６
廃ぬ回效売上１０４， ２００円 、子供会寄附 （廃
心回収補助金 ）１ ５６ ，３ ４０ Ｆｌｊ、 預金利息 ５ＰＩ

５． 繰　越　金 ５３ ６， １８１ ５３ ６， １８１ ０ 前年度繰越金

合　　　計 １， ３６５， ０００ ２， ００ ２， ７２６ ６３ ７， ７２６

支

科　　　目 予　 算　額 央　算　額 増減 摘　　　　　要

１． ＬＩ」車借上料 ０ ０ ０

２． ／ｊ ヽ屋掛経費 ５０ ，０００ １７，８２０ Ａ　３２，１８０ コンパネ

３． は｜ 車制作費 ２０ ０， ０００ ２３９， ８３９ ３９ ，８３９ 衣装、小道具、桜、藤、軒花など

４． 報　 償　費 １０ ０， ０００ １１２， ６４２ １２ ，６４２ 八幡神社神饌 料、 本紙 、神 楽、 七つ 物、 着付

５． 食　 料　費 ３００， ０００ ２４２， ２６８ Ａ　５７，７３２

総会等賄 ２０ ，０００ １， ７６２ Ａ　１８，２３８ 役員会

ロ」 車製作賄 １０ ，０００ １１ ，６ ５３ １， ６５３ 畆車人形祖上げ・ 解体

ロ」 車ｊＥ行賄 ２５ ０， ０００ ２１３， ８７０ Ａ　３６，１ ３０ ジュース、お にぎ り、 チョ コバ ナナ、焼 き鳥、お菓子

慰労会等賄 ２０ ，０００ １４，９８３ Ａ　５， ０１７ 廃脆回収、小屋掛 ・解体

６． 印刷製本費 ７０ ，０００ ６４，９００ ▲５，１００ 絵紙原稿作成、印刷

７． 役　 務　費 ６０ ，０００ ４４，２５５ ▲１５， ７４５

保　 険　料 ２０，０００ １５ ，６ ３５ Ａ　４， ３６５ ［１」車小屋組ご解体 ・ぽ」車ミ行傷害保険

手　数　料 ４０，０００ ２８，６２０ Ａ　１１，３８０ 運行許‾鼡、 洗濯代、 仮設 トイ レ吸収料

８． 委　託　料 ４０，０００ ８３，６００ ４３ ，６００ ミ行警備 ２人 Ｘ２日

９． 借　上　料 ２０，０００ １５，９５０ Ａ　４， ０５０ 仮設 トイレ

１０ ．光 熱水費 ２５ ，０００ ６， ０４３ Ａ　１８ ，９ ５７ 山車小屋電気料

１１ ．工　 事　費 ２０，０００ ２０ ，０００ ０ ロｊ 車／ｊヽ屋電気照明設備

１２ ．備脆購入費 ３００， ０００ ２６ ２， ９３６ ▲３７， ０６４ 山車人形 「頭」、 クーラーホ゛ ックス

１３．修　繕　料 ０ １９，８００ １９ ，８００ 大八車車輪金輪溶接

１４．積　を　を ０ ０ ０

１５ ．予　備　費 １８ ０， ０００ １７ ７， ７７４ Ａ　２， ２２６ 打上花火 、ラ イター

合　　　計 １， ３６５， ０００ １， ３０ ７， ８２７ Ａ　５７ ，１ ７３

３　 差　　 リ｜　　　　 収入合計　　　　　　　　　 支芭合計

２， ００２， ７２６　Ｐヨ　　 ー　　 １， ３０７， ８２７　Ｆｒｊ

収入支芭差ち＼残高は，令和５年度に繰り越すものと する。

令和 ５年 ７Ｊ１１ 日提出

－２－

一

一

差ら＼残高

６９４， ８９９　 Ｆ９

仁呂寺祭典ば」車実行委員会
委員長　仁呂寺　秦　夫



承認第２号

令和４年度　仁呂寺祭典ぽｊ車実行委ａ会積２金収支決算

部

科　　　目 予　 算　額 央　算　額 増減 摘　　　　　要

１． 繰　入　金 ０ ０ ０ 実行委員会会計よ り繰入なし

２． 雑　収　入 ０ ０ ０

３． 繰　越　金 ０ ０ ０

合　　　計 ０ ０ ０

支

科　　　目 予　 算　額 央　算　額 増減 摘　　　　　要

１． 繰　戻　金 ０ ０ ０

合　　　計 ０ ０ ０

３　 差　　 ち＼ 収入合計

令和 ５年 ７Ｊ１１ 日提芭

Ｏ　ＦＩヨ

支出合計

台計 監査 報告

ＯＰヨ 一

一

差ちＮ残高

Ｏ　 Ｆ９

仁呂寺祭典ロ」車実行委員会
委員長　仁呂寺　秦　夫

令和 ４年度における仁呂＝か祭典山車実行委員会事業八び鶚積立金事業並びに各会計決

算な どについて、 実行委員会規約第 ８条第７ 項の規定によ り、 令和 ５年 ６万 １７ 日、 一‾戸

ぢ消防回第６ 分回第３ 部屯所において、 厳工Ｅに監をを行った とこ ろ、 会計処ミは工Ｅ確に

行われ、 事業が適ｊＥ に実施さ れた こと を確おしたの で、 報告 しま す。

令和 ５年 ７Ｊｊ　１　日

監事

監事

監事

３

宮　 野　 敬　次

安　 木　 久　寿

川『自』 ｊＥ　彦

⑩
⑩
モ



議案第１号

令和 ５年度　仁昌寺祭典ＬＬＩ車実行委ａ会事集計画 （案）

１　日 事　　　　項 備　考

朗１７日 （土） 仁呂 寺祭典ロｊ車実行委員会役員会 総会議案審議、会計を隹

７Ｊｉ１ 日（土） 仁呂 寺祭典ＬＩ」 車実行委員会総会 事業計画、予算案等

７Ｊｉ２ 日（ 日） 畆車人形等制作黶始 ３部屯所ほか

びｊ ８日 （土） 本祖賢金のば し・ 安兔祈願 委員長芭席

７ｊ　１１　日（火） 八幡神社祭典委員会・ 小鳥谷ま つり 実行委員会 例大祭、 山車ミ行について

７Ｊ１３０日 （日） 廃品回収 集積場所 ：｜ 日ｍ 中製作所

８Ｊ１６ 日（ 日） ／」 ヽ屋掛け （小雨決行） ｙ＼ ｒ氛邸隣接ｊセ

８ｊ　１９　日（土） 会費納入依頼 夕方訪問

朗２７日 （日） 一戸 まつ り「本組」畆車ミ行参加 委員長ほか希箙者

８ｊ　２８　日（ｊ） 軒花、桜製作珮始 ｜日 ６－ ３、 ６－ ４屯所

８ｊ　２８　日（ｊ） 太鼓 ・笛練習 回姑 練習場所 ：＼日Ｅ日中製作所

９ｊ ２日 （土） ロ」 車飾 り付 け（～１ ５日） 入京、桜、松、牡丹、 波等

９１ １６ 日（土） ／ｊヽ鳥笞まっり （郷土芸能パレー ド、 はＪ車ミ行） 夜ＷＸ行、音頭上げ競演

花火打ち上げ ３部屯所付近

９１ １７ 日（ 日） 八幡神社例大祭 畆車ミ行

回１ ８日 （ｊ） 山車解体

９Ｊ１２４日 （日） 山車／ｊ ヽ星解体

慰Ｊ労会 ／」ヽ島谷ぬ民館

令和 ５年 ７Ｊ１１ 日提胝

４

仁呂寺祭典ＬＬＩ 車実行委員会
委員長　仁呂寺　泰　夫



議案第２号

１　 収入の部

令和５年度　仁呂寺祭典ＬＬＩ車実行委員会ＪＩ又支予算 （案）

（単位： Ｐヨ）

科　　　目 予　算　額 前年度予算額 増減 摘　　　　　要

１． 会　　　費 １８ ０， ０００ ２００， ０００ Ａ　２０，０００

ぢ内会員 １６ ０， ０００ １８ ０， ０００ ▲２０， ０００ ２， ０００ＰミＩ Ｘ８０戸

その他 ２０ ，０００ ２０ ，０００ ０ ２， ０００Ｆｇｘ １０件

２． 補　助　金 ７０，０００ ７０，０００ ０ 小鳥谷まっり 実行委員会

３． 花・ 寄附金 ８００， ０００ ４５０， ０００ ３５ ０， ０００

４． 雑　収　入 ９５ ，１ ０１ １０８， ８１９ Ａ　１３，７ １８ 廃品 回収 、利子等

５． 繰　越　金 ６９４， ８９９ ５３６， １８１ １５ ８， ７１８ 前年度繰越金

合　　　計 １， ８４０， ０００ １， ３６５， ０００ ４７５， ０００

２　 支范の部 （単位： 円）

科　　　目 予　 算　額 前年度予算額 増減 摘　　　　　要

１． 小屋掛経費 １０ ０， ０００ ５０，０００ ５０ ，０００ コンパネ、ブルーシー ト等

２． ＬＬＩ車顫作費 ３０ ０， ０００ ２００， ０００ １００， ０００ 人罌、軒花、 波、 桜、 藤、 衣裳等

３． 報　 償　費 １５ ０， ０００ １００， ０００ ５０，０００ 祭御祝、 神饌料、 着付

４． 食　 料　費 ４６ ０， ０００ ３００， ０００ １６ ０， ０００

総会等賄 ５０，０００ ２０，０００ ３０，０００ 総会、役員会等賄

は｜ 車製作賄 １０ ，０００ １０，０００ ０ 人形組上げ、 太鼓練習等

ロ」 車ミ行賄 ２５ ０， ０００ ２５０， ０００ ０ 飲み物、 おに ぎり 、ぉ菓子等

慰労会等賄 １５ ０， ０００ ２０，０００ １３ ０， ０００ 小屋掛け ・解体、 全体慰労会

５． 印刷製本費 ７５ ，０００ ７０，０００ ５， ０００ 絵紙原稿 ・印刷代

６． 役　 務　費 ６０，０ ００ ６０，０００ ０

保　 険　料 ２０ ，０００ ２０，０００ ０ ／」ヽ屋掛け ・解体、 ミ行 ２口分

手　 数　料 ４０，０００ ４０，０００ ０ 兼行許‾ｊＴ印紙、洗濯イ弋、 汲廊、料

７． 委　託　料 ９０ ，０００ ４０，０００ ５０ ，０００ 畆車ミ行警備料

８． 借　上　料 ２５ ，０００ ２０，０００ ５， ０００ 仮鼈 トイ レ、 ぬ民館

９． 光熱 水費 ２５ ，０００ ２５ ，０００ ０ 電気料、 戛電機燃料、 ガス代等

１０ ．工　 事　費 ２５ ，０００ ２０，０００ ５， ０００ ロ」車小屋電気設備工事

１１ ．備 脆購入費 ３０ ０， ０００ ３００， ０００ ０ 入聡 「頭」購入

１２ ．修　繕　料 ５０ ，０００ ０ ５０ ，０００ 大八車等

１３．積　立　金 ０ ０

１４．予　備　費 １８ ０， ０００ １８０， ０００ ０ 打ち上げ花火

合　　　計 １， ８４０， ０００ １， ３６ ５， ０００ ４７５， ０００

令和 ５年 ７ｊ １日 提范

－５－

仁呂寺祭典ＬＬＩ 車実行委員会
委員長　仁呂寺　泰　夫



議案第３号

１ 収入の部

令和 ５年度　仁呂寺祭典ＬＬＩ車実；け委員台積１：ｔｊｌ又支予算（案）

（単位： ＦエＪ）

科　　　目 予　 算　額 前年度予算額 増減 摘　　　　　要

１． 繰　入　金 ０ ０ ０ 実行委員会会計か ら積べＬ

２． 雑　収　入 ０ ０ ０ 預金利子

３． 繰　越　金 ０ ０ ０

合　　　計 ０ ０ ０

２　 支芭の部 （単位： 円）

科　　　目 予　 算　額 前年度予算額 増減 摘　　　　　要

１． 繰　戻　金 ０ ０ ０

合　　　計 ０ ０ ０

令和 ５年 ７１ １日 提范

６

仁呂寺祭典ＬＵ車実行委員会
委員長　仁呂寺　泰　夫



議案第４号

令和 ５年度　 仁呂寺祭典ＵＪ車実行委員会役員に ついて

役　員 令和 ５年度 令和 ４年度

委員長 仁呂寺　信　一 仁呂 寺　 泰　夫

副委員長

荒　木　　　誠 荒　木　　　誠

仁呂寺　　　均 仁呂 寺　　　均

長　沢　　　一 長　沢　　　－

監　　事

安　木　ぺ　寿 安　木　久　寿

川　 向　 ‾を　彦 川　 向　 ｌＥ　彦

宮　 Ｆ　 敬　次 宮　野　敬　次

事務局

上　 ｍ　　　透 上　 ｍ　　　透

篠　畑　恵　司 篠　畑　恵　ＷＪ

仁昌寺　 工Ｅ　貴 仁呂寺　ｌＥ　貴

／ｊヽ寺　　　学 ル　 寺　　　学

仁呂寺　こ　美 仁呂寺　信　一

顧　　問

ｍ　 中　 辰　也 仁呂寺　泰　夫 日ヨ　 中　辰　祖 仁呂寺　 呂　 習ｊ

佻　 ‾Ｆ　一　良 佐が 木　 綱　晉

相談役

仁呂寺　 昌　司 幅　ド　 一　良 上　 ｍ　 太志雄

佐々木　 綱　晋

令和 ５年 ７ｊ≡ｊ １日 提芭

－７－

仁昌寺祭典＼Ｘ」 車実行委員会

委員長　仁呂寺　泰　夫



仁呂寺祭典ＬＬＩ車実行委員会規約 （変更前）

第１ 章　総　　　　則

（佑称‾ｋび事務所）

第１ 条　本会は、 イニ呂寺祭典ロ」車実行委員会とち し、 事務所を一戸別羝防回第６ 分回第３部屯所
（仁 呂寺７４番地 ７） に置 く。

（会員）

第２ 条　本会は、 一ドぢ／」ヽ島谷上仁呂≒ｙ内会、 下仁呂寺ぢ肖］会の構成員を会員とする。祖し、
ｊ七城住民外で本人の希望があ り、 役員会が承認 した場合は会員と なる こと がで きる。

（目 的及び事業）

第３ 条　本会は「／」 ヽ島谷八幡才中社祭典」に際し、は｜車を製作ミ行するに より 、地域の一体感を醸
成し 、も って迦嵬の恬性化 を回 るこ とを 目的 とし 、こ れに必要な一切の事業を行 う。

第２章　組織Ｒび役員

（機 関）

第４ 条　 本会に次の機関を置く。

け） 総　会

（２）そ員会

（総会）

第５ 条　 総会 は、 本会 の最高議決機関と する。

２　 総会は毎年１ 回定期会を戛き、 その他必要の都度臨時会を黶く。

３　 総会は次の事Ｊミ默を審議決定する。

（１）事業計画

（２）予算‾反び決算

（３）役員‾ｋびｔ事のを芭

（４）規ぬの改廃

（５）そ の他の重要事羅

４　 総会は范席会員を もっ て構成し、議事は胝席者の過半数を もっ て決する。

５　 総会の議長は、委員長が務める。

６　 総会 は、 役員会の決定に従い委員長 がギ呂集する 。但 し、 会員 の５ みの １賢、上 によ ち慥爵会招
集中 立て があ った場合、委員長 は℡時会 を４Ｓ集 しな ければな らな い。

（役員の選出）

第６ 条　 役員 は総会に より 八下のと おり きｍ され る。

（１）委員長　　 １佑

（２）髱委員長　 ３ネ

（３）委員　 総会 にて 定め る数

（４）ｔ事　　　 ３名

（５）事務加　　 お千名（ 内会計　 １佑）

２　 役員 の任期は １年 とす る。 但し、再任を さま たげない。補欠役員の任期 は前任者の残任期間
とする。

３　 役員 は総会の決議によ り解任さ れた場合、そ の資格を喪失する。

４　 本会 に総会の承認 を得 て、 相談役‾瓦び顧問 を置 くこ とが でき る。

５　 必要に応じ役員会に詰 り、 ぷ」に定める担肖責任者を置く こと ができる。

－８－



（役員会）

第７ 条　役員会は、総会にてき出された役員をも って構成する。

２　 役員会は必要の都度開 く。

３　 役員会は本会の事業計画に従い、本会の事務の執行を決定する。

４　 役員会において執行された事項は総会に報告する。

５　 役員会は委員長が招集する。祖 しそ員の ４分の１ 八上の招集申立てがあった場合、委員長は
役員会を招集 しな ければな らな い。

（役員の職務）

第８ 条　委員長は本会を代表し、総会‾ｋび役員会の決定した本会の力針に従い、会務を統括執行
する。

２　 副委員長は委員長を補佐し、長に事故あ ると きはその職務を代行す る。

３　 事務局は委員長の指示を受けて本会の事務を行う。

４　 会計 は本会の会計 を処ミす る。

５　 委員は役員会にぷ席し、本会のミ営執行の決定に参加する。

６　 相談役‾瓦び顧問 は、 本会 の運営に前官 を行 う。

７　 監事は本会の業務八び会計 を襤ます る。

８　 担肖責任者は、山車の製作ミ行に回 し、 担肖部Ｍの指揮を執る。

第３ 章　会　　　　計

（経費）

第９ 条　本会の経費は次に揚げるものをもって充てる。

（１）会費

（２）寄イ才金

（３）補助金

（４）その他の収入

（会計年度‾反び会計報告）

第１０条　本会の会牡年度は毎年 ６Ｊ１１ 日に始ま り翌年５ １３１日 に終わる。

２　 本会の会計報告は会計年度ごと に監事の監まを受け、 その報告書と とも に総会に提ぶ し、承
認を受け なければなら ない。

附　則

（施行）

この規約は、

この規約は、

この規約 は、

平成 ２０年７　Ｊｊ ２６ 日か ら施行す る。

令和 ２年 ７大ｊ　１７ 日か ら施行す る。

令和４年 ７　Ｊ１　１７　日から施行する。

－９



に組組織規程

（趣 旨）

第１ 条　 この規程は、 仁呂≒祭典Ｌ」」 車実行委員会規め第６ 条第 ５項の規定に‾羝づき 、仁呂寺祭典
ＬＬＩ車実行委員会（罧下 「委員会」と いう 。） の畆車の製作‾ル、びミ行に必要な祖織について定め
るも のと する。

（名 称）

第２ 条　 この組織は、 に組 と称する。

（役職）

第３ 条　 組織に次の役職を置き 、肖 該各号に掲げ る者をも って 充て る。

（１）頭旬、 （祖頭）　 委員会委員長

（２）髱頭旬、（私祖頭）　 委員会則委員長

（３）／ｊヽ頭　頭取が指佑す る者

（４）若者頭　頭取が指佑す る者

（５）相談役八び顧問　 委員会相談牋攷、び顧問の他頭旬、が必要と おめ る者

（職務）

第４ 条　 前条 に掲げる 音の職務 は次 のと おり とす る。

（１）頭廊、は、 祖を代表 し、 委員会の総会‾反び役員会の決定し た肭甎に従い、祖を総珂１する。

（２）副頭匐、は、頭旬、を補佐し、頭取に事故ある とき はその職務を代行する。

（３）小頭は、頭旬、の指示を受けて、 ロ」車の製作八び運行を指揮する。

（４）お音頭は、 小頭の指示を受けて、 ロ」車の製作‾攷びミ行の現場を統括する。

（５）相談役八び顧顋 は、 ロ」 車の製作‾反びミ行に 回し前回する。

（雑則）

第５ 条　 ロ」 車の製作八びミ行に関 し必要な こと は、 その都度役職員が協議 して実施する。

附　則

この規程 は、 令和 ２年 ７１ １８ 日か ら施行す る。

－へ０－
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別記２

高張提灯
○

露払い
○

ノド頭
○

①
　
　

①
　
⑤

①
⑤

先細提灯
○

先細

笛
○

○
○

②
　
　

②
　
⑥

先導
○

指揮（副 組頭）
○

お供え

手ざ舞

③
　
　

③
　
⑦

組頭
○

小頭（役員指揮）
○

顧問 一役 員・ 招待客
②　　　　　　　　③
⑥　　　　　　　　⑦

笛
○

○
○

○　　　　○

運行安全係
○

－１ ２－

笛
○

○
○

④
　
　
④

⑧

④
⑧

高張提灯
○

露払い
○

／ｂ頭
○

先細提灯
○

先細

鉦
○

笛マ・
○

○

勢子
○

マイク

○

手木打
○

○

○　 ○　 ○　 ○　○

電線係
○　　　○

大太鼓

回上長
○

＼



八幡神社例大祭歴代奉納畆車

年 表の演鼈 見返しの演題 備　考

ネ成２０年

２００８ ．９ ．１ ３～ １４

祕将払＼筑郎重ホ 静御前 平成１９年／」ヽ島谷バイパス珮宍廐
４２年ぶりの本格畆車復活運行

す成２１年

２０ ０９ ．９ ．２ ６～ ２７

早川鮎之助 畆中鹿之助
絵紙 自作、太鼓半竈新調

Ｗ中竡者連「加藤清‾を虎ぶ治／大ほ夏の陣
豊臣秀頼」

平成２２年

２０ １０ ．９ ．１ ８～ １９

南部信直 日ヨ 子九郎
ミ段松飾付け

Ｗ中若者連「義経八艘漲び／静の舞い」

平成２３年

２０ １１ ．９ ．１ ７～ １８

新Ｐｑの辰五郎 金扇の馬に［］
下げ波自作

Ｗ中若者連「伊達政宗／大権現親子と虎の舞
い」

平成２４年

２０ １２ ．９ ．２９～３０

碇知盛 渡海屋銀平
大八車新造、 盆波、下げ波新調

Ｗ中紊者連「豪商一代 総力国禁文と衛門／
一寸法師の鬼たいじ」

平成２５年

２０ １３ ．９ ．１ ４～ １５

幡随院長兵衛 大日乗治兵衛
衣裳 ・傘 自作、見返し背景新調、を岩装飾

Ｗ中若者連「北む奉行 遠ＬＬ１ 金回郎／確厄、者ま
ん丸と御所Ｗわらし」

平成２６年

２０ １４ ．９ ．１ ３～ １４

剔鐘弥た衛門 緋鯉の藤叺衢
風流着物新調

野中若者連「源義経八艘飛び／浦島 太郎」

平成２７年

２０ １５ ．９ ．２６～２７

鵬須与一宗高 扇の的
曳き綱ぞ新、 背景自作

Ｗ中若者連「払畆二郎重患／桃太郎」

平成２８年

２０ １６ ．９ ．１ ７～ １８

義経八艘飛び 安徳帝
風流人形配置 自前、見返し背景えし

Ｗ中若者蓮「 四ッ車大八／／」 ヽ瀧御前」

平成２９年

２０ １７ ．９ ．１ ６～ １７

元就厳島の戦 ミ矢の靡Ｉ
復垢１０周年、入荀を置自 前、 笆念手拭

野中若者蓮「碇祕盛／とんち一体さん」

ネ成３０年

２０ １８ ．９ ．１ ５～ １６

勧菟帳 鯉の滝昇り
人形・牡丹自 作（頭、 衣装借上げ）

９中若者蓮「剔鐘弁慶／七福神」

令和元年

２０ １９ ．９ ．１ ４～ １５

暫 藤娘
全飾付け 自作（表の頭・衣装のみ借上げ）

Ｗ中若者蓮「 黒目］八虎後藤又兵衛／天晴れ桜
咲か爺さん」

令和２年
２０２０ ．９ ．２７

を行無し 新型コロナウイルス感染症感染防止のため
山車運行中止

令和３年
２０２０ ．９ ．１９

∃Ｘ行無し 新まコロナウイルス感染症感染拡大のため
畆車運行中止

令和４年

２０ ２２ ．９ ．１ ７～ １８

甕割り柴田 お市の方
全飾付け 自作 （頭購入）

野中若者蓮ミ行無し

－１ ３－
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